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丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略の改訂等について 

 

１．市総合戦略の改訂等にかかる方向性について 

 市総合戦略については、国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を勘案し

た内容とし、令和７年度から令和 11年度までの５年間とする第３期丹（まごこ

ろ）の里創生総合戦略の策定を目指します。策定にあたっては、現在策定中であ

る総合計画や人口ビジョンなどの関係計画との整合性を図るともに、市総合戦

略に掲げる基本目標やＫＰＩ、施策の追加等について検討を行います。 

 ただし、現行の第２期市総合戦略の最終年度である令和６年度までに、財源と

なるデジタル田園都市国家構想交付金の申請が必要な事業があります。申請に

あたっては、市総合戦略に対象事業に関する内容を記載する必要があるため、第

２期市総合戦略についても、一部改訂を行うものとします。 

 なお、第２期の改訂及び第３期市総合戦略の策定に係る具体的な施策案につ

いては、昨年度に国が「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を改訂したことに

伴い、各課へデジタル技術を活用した施策の可能性について、ヒアリング調査を

行っています。この調査結果に基づき、令和６年度までに取組み可能な施策は第

２期の改訂に、長期的に取組が必要な施策は第３期の策定に盛り込むこととし

ます。 

 

【デジタル田園都市国家構想交付金の取扱いについて】 

 市の人口減少対策やデジタル技術を活用した施策に推進するための財源確保

として、国にデジタル田園都市国家構想交付金を申請することができます。申請

にあたっては、申請する施策等が地方総合戦略に位置付けられている必要があ

ります。 

 

２．第３期市総合戦略の策定について 

（１）策定の考え方について 

  第３期市総合戦略の策定にあたっては、第２期市総合戦略の取組を踏襲し

つつ、現在策定中である市総合計画、人口ビジョンを勘案のうえ、地域ビジョ

ンの構築やデジタル活用を中心とした施策の追加、地方創生推進プロジェク

トの見直しとデジタル関連のプロジェクトの立ち上げ等を念頭に策定を行い

ます。 

 ①計画期間 

  令和７年度（2025年度）から令和 11年度（2029年度） 

 ②地域ビジョンの構築【新たな視点】 

  本市が抱える地域課題の解決を図るため、「地域ビジョン」を検討・構築し
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ます。 

③基本目標 

国総合戦略の改訂においても、４つの基本目標に変更がないため、現行の基

本目標を引き継ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 ④数値目標・KPI 

今後検討する施策や手段に見合った数値目標・KPIとなるよう、必要に応じ

て見直します。 

 ⑤施策・手段【新たな視点】 

  これまでに積み上げてきた丹波市ならではの取組に、デジタルの力を活用す

ることで、地方創生の取組を加速化・深化させることとし、そのために必要な

施策・手段に見直します。 

  Ⅰ 「転職なき移住」や関係人口の創出など、従来の地方創生に関する各種

取組を継承します。 

Ⅱ マイナンバーカードの利用拡大につながるデータ連携基盤の構築に着

手し、官民連携で『＋デジタルで、「快適・便利なまち」丹波市へ』

を実現します。 

Ⅲ 丹波市ＤＸ推進計画に基づき、準公共分野に位置づけた医療・健康・

福祉、教育、防災、こども、モビリティ、農業・水産業・食関連産

業、物流（港湾）、インフラの８分野に関する取組を検討します。 

Ⅳ 誰一人取り残さないための取組を検討します。 

 ⑥地方創生推進プロジェクト 

  地方創生推進プロジェクトについては、担当課個別の計画や事業だけでは達

成困難な事項について、複数の課により、横断的にプロジェクトを立ち上げ、

これまで計画の立案から事業の実施等を進めてきました。第３期市総合戦略に

おいては、現プロジェクトの評価検証を行い、プロジェクトとして軌道に乗っ

たものについては、プロジェクトとしての位置づけから外すとともに、デジタ

ル技術を活用した地方創生を進める新たなプロジェクトの立ち上げについて

検討を進めます。 

 

 

【市の現行総合戦略の基本目標】 

①希望が叶い、みんなで子育てを応援するまちをつくる 

②魅力的なしごと・多様な働き方・働きやすい職場をつくる 

③地域の魅力や人のつながりを活かして、移住・定住につなげる 

④好循環で元気なまちをつくる 
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（３）改訂のスケジュール 

   令和６年３月 第３期市総合戦略策定の協議 

   令和６年６月 第３期市総合戦略策定の協議 

令和６年８月  第３期市総合戦略策定の協議 

 

３．第２期市総合戦略の一部改訂について 

（１）改訂の考え方について 

  現行の第２期市総合戦略の最終年度である令和６年度までに取り組むべき

事業について、令和５年度に実施した各課へのヒアリング調査結果に基づき、

内容を盛り込むものとします。 

なお、デジタル技術を活用した地方創生に資する地方創生拠点整備タイプの

財源確保に向けた取組についても検討します。 

（２）令和６年度までに取り組む施策 

① 施策３－１ 手段１の KEYにデジタル田園都市国家構想交付金事業「サ

テライトオフィス」を追加  

② 施策３－２ 手段１の KEYにデジタル田園都市国家構想交付金事業「デ

ジタルマップ」を追加 

③  地方創生に資する拠点整備に向けた取組の検討 

（３）改訂のスケジュール 

   令和５年７月 第２期市総合戦略改訂の協議 

   令和５年 10月 第２期市総合戦略改訂の協議 

  

  

 


